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一
、
資
料
の
概
要

　

本
資
料
は
正
倉
院
宝
物
の
他
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
や
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
作

品
の
拓
本
、
ま
た
は
模
写
や
復
元
図
と
い
っ
た
図
絵
集
で
あ
る
。
約
六
一
点
の
内

訳
は
正
倉
院
宝
物
関
連
が
二
六
点
（
図
絵
二
四
枚
、
一
幅
、
一
巻
）。
法
隆
寺
献

納
宝
物
関
連
が
二
三
点
（
図
絵
二
一
枚
、
一
巻
、
一
冊
）。
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
品
関
連
が
二
点
、
詳
細
不
明
品
の
図
絵
が
一
〇
点
で
あ
る
。
詳
細
な
作
品
名
な

ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

正
倉
院
宝
物
中
で
は
、
中
倉
に
収
蔵
さ
れ
る
「
正
倉
院
文
書
」
の
『
続
集
別
集
』

所
収
文
書
な
ど
の
模
写
（
1-8
～
1-12
）（
図
２
、
３
）
な
ど
が
複
数
見
ら
れ
る
。
実

物
大
の
も
の
以
外
に
、
北
倉
の
「
鳥
毛
立
女
屏
風
」
の
女
性
の
顔
部
分
（
1-2
～

1-7
）（
図
１
）、
南
倉
「
銀
壷
」
の
狩
猟
文
（
1-17
～
1-20
）
な
ど
特
定
の
箇
所
を
拡
大

し
た
も
の
（
図
５
）、
ま
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
壬

申
検
査
」
と
の
関
わ
り
も
見
ら
れ
る
。「
正
倉
院
御
保
存
琵
琶
撥
皮
図
」（
2-25
）
は

　
　
　
　
法
隆
寺
・
正
倉
院
宝
物
図
絵
　
―
某
家
旧
蔵
明
治
期
資
料
を
中
心
に
―

　�

　

 

加＊
　
　

藤　
　
　
　
　

晶　
　
　
　

　
　
　

要　
　

旨

　　

本
稿
で
は
現
在
個
人
所
蔵
に
な
る
法
隆
寺
お
よ
び
正
倉
院
宝
物
に
関
わ
る
約
六
一
点

に
及
ぶ
図
絵
・
拓
本
類
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
ま
ず
本
資
料
の
概
要
を

述
べ
、
資
料
中
に
名
前
が
頻
出
す
る
歴
史
家
と
し
て
著
名
な
小
杉
榲
邨
と
本
資
料
の
関

連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
資
料
の
大
半
が
正
倉
院
宝
物
と
法
隆
寺
献
納
宝
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
杉
が
そ
う
し
た
宝
物
に
興
味
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
小
杉
に
ち
な
む
「
事
件
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
触
れ
、
更
に
資
料
中
に
名
前
の

見
え
る
町
田
久
成
と
「
壬
申
年
八
月
」
の
墨
書
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
検
査
」
に
つ
い

て
も
述
べ
た
。

　

本
資
料
の
収
集
・
作
成
に
小
杉
が
ど
こ
ま
で
関
与
し
た
か
定
か
で
は
な
い
。
一
部
の

模
写
は
画
家
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
拓
本
作
成
者
に
つ
い
て
も
不
明
点
が
多

い
。
だ
が
小
杉
の
幅
広
い
蒐
集
か
ら
考
え
る
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
小
杉
の
手
に
よ
っ

て
集
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
正
倉
院
御
物　

②
法
隆
寺
献
納
宝
物　

③
社
寺
宝
物
調
査

　
　
　
　
　
　

④
小
杉
榲
邨
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二
つ
の
琵
琶
の
捍
撥
部
分
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
り
「
明
治
五
壬
申
八
月　

従
五

位
町
田
久
成
寫
」（
図
８
）
と
「
明
治
五
壬
申
年
八
月　

秦
法
英
寫
」（
図
９
）
と

あ
る
。
本
資
料
中
の
「
正
倉
院
保
存
古
物
図
」（
7-51
）
に
お
い
て
は
、
尺
八 

（
図

16
、
17
）
と
箜
篌
の
装
飾
一
部
分
を
模
写
し
た
も
の
（
図
18
）
琵
琶
撥
ら
し
き
も

の
の
模
写
（
図
19
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

法
隆
寺
献
納
宝
物
の
図
絵
中
で
は
拓
本
が
多
く
、
模
写
の
他
に
輪
郭
線
の
み
を

写
し
て
拓
本
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
巻
子
装
に
ま
と
め
ら
れ

た
一
巻
に
は
、
外
題
に
「
正
倉
院
御
物
模
写
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
模
写
で
あ
る
な
ど
齟
齬
が
あ
る
。
冊
子
状
の
御
物
一
覧

は
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
一
覧
と
で
も
い
う
べ
き
小
図
の
集
成
で
あ
り
（
図
14
、

15
）、
鉛
筆
で
描
か
れ
た
上
に
墨
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
は
、
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
作
品
の
拓
本
と
作
品
不
明
の
資
料
で
あ
る
。
個
々
の
資
料
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
末
尾
の
目
録
に
て
挙
げ
る
。

　
　
　

二
、
小
杉
榲
邨
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
本
資
料
の
各
所
に
度
々
名
前
が
登
場
す
る
小
杉
榲
邨
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
小
杉
榲
邨
の
略
歴
を
記
す
。
小
杉
は
明
治
時
代
の
国
文
学

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
十
二
月
三
十
日
に
阿
波
（
現
徳

島
県
）
で
生
ま
れ
た
。
小
杉
家
は
代
々
続
く
阿
波
国
蜂
須
賀
家
の
陪
臣
で
、
父
小

杉
明
真
は
西
尾
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
明
真
は
和
漢
の
学
に
通
じ
榲
邨
に
も
教
育

を
行
な
っ
た（
１
）。
十
二
歳
で
寺
島
学
問
所
に
入
り
漢
学
を
学
び
始
め
る
。

　

元
服
後
は
西
尾
志
摩
に
仕
え
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
は
と
も
に
江
戸
へ

渡
っ
た
。
安
政
四
年
に
は
古
学
館
で
国
学
を
学
び
、
小
中
村
清
矩
や
黒
川
春
村
ら

と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
江
戸
よ
り
帰
藩
後
は
池
辺
真
榛
に
学
ん
だ
が
尊
王
攘
夷
運

動
に
も
加
わ
り
、
西
尾
氏
邸
内
に
一
時
幽
閉
さ
れ
こ
と
も
あ
っ
た（
２
）。
維
新
に
伴
い

復
権
す
る
と
長
久
館
の
国
学
教
授
と
な
り
、『
古
事
記
』『
令
義
解
』『
万
葉
集
』

を
講
じ
た
。

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
教
部
省
に
、
明
治
十
四
年
か
ら
は
文
部
省
に
出
仕

し
『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
に
従
事
し
た
。
明
治
十
五
年
に
は
東
京
大
学
講
師
、
明

治
三
十
二
年
に
は
東
京
美
術
学
校
教
授
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
他
に
帝
国
博
物
館
監

査
掛
な
ど
も
歴
任
し
た（
３
）。
古
典
の
他
に
父
か
ら
詠
歌
や
物
語
を
学
ん
だ
た
め
か
、

古
美
術
や
書
、
和
歌
に
も
優
れ
御
歌
所
参
候
な
ど
も
務
め
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
三
月
二
十
九
日
に
七
十
七
歳
で
死
去
し
た
。

　

著
作
に
は
『
有
職
故
実
』『
徴
古
雑
抄
』
な
ど
の
ほ
か
、「
正
倉
院
文
書
」
の
調

査
に
よ
る
写
本
の
製
作
に
も
携
わ
り
、
小
杉
本
と
し
て
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
研
究
の
参
考
と
し
て
古
文
書
か
ら
図
画
ま
で
幅
広
く
書
写
を
行
い
、
資
料
の
蒐

集
に
も
力
を
入
れ
た
。
古
文
書
を
は
じ
め
と
し
た
書
物
の
ほ
か
、
絵
画
や
拓
本
、

仏
具
な
ど
多
種
多
様
な
分
野
の
作
品
を
集
め
た
と
さ
れ
る（

４
）。

　
　
　

三
、
正
倉
院
宝
物
・
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
流
出
事
件

　

さ
て
、
小
杉
が
正
倉
院
宝
物
あ
る
い
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
の
関
わ
り
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
事
件
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
事
件
に
つ
い
て
東
野
治
之
氏
の
著
作（
５
）を
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も
と
に
簡
単
に
述
べ
る
。

　

こ
の
事
件
は
小
杉
榲
邨
の
養
子
で
あ
る
小
杉
美
二
郎
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

に
榲
邨
の
所
蔵
し
て
い
た
様
々
な
品
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
正
倉
院
宝

物
や
法
隆
寺
献
納
宝
物
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
件
で
、
公
に
な
っ
た
理
由
は

骨
董
商
と
の
仲
介
を
担
っ
た
遠
閑
田
政
平
（
も
と
正
倉
院
御
物
整
理
掛
）
が
暴
露

し
た
た
め
で
あ
り
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
十
三
日
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』

『
時
事
新
報
』『
東
京
日
日
新
聞
』
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
野
氏
の
指
摘
す
る
様
に
、
当
時
の
新
聞
記
事
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
完
全
な

事
実
と
も
言
い
切
れ
な
い
が
、
旧
蔵
品
目
録
に
使
用
さ
れ
た
用
語
か
ら
専
門
性
の

高
さ
、
正
倉
院
御
物
整
理
掛
で
正
倉
院
御
物
修
理
に
深
く
関
与
し
て
い
た
遠
閑
田

に
よ
る
暴
露
と
い
う
事
実
か
ら
、
正
倉
院
宝
物
な
ど
が
売
却
さ
れ
た
可
能
性
は
高

い
と
言
え
る（

６
）。
売
却
品
の
購
入
先
に
つ
い
て
は
某
伯
爵
家
が
絡
ん
で
い
る
な
ど
報

じ
ら
れ
た
が
、
小
杉
に
縁
の
あ
る
蜂
須
賀
公
爵
家
含
め
多
数
の
関
係
者
が
購
入
ま

た
は
関
与
を
否
定
し
て
い
る（
７
）。

　

東
野
氏
は
正
倉
院
宝
物
の
流
出
自
体
は
小
杉
の
事
件
以
前
か
ら
起
き
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
勅
封
で
あ
っ
た
為
に
正
倉
院
宝
物
が
残
り
続
け
て
き
た
と
い

う
当
時
の
論
調
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
会
・
官
界
に
お
い

て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
と
さ
れ
る（
８
）。

　

こ
こ
で
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
小
杉
榲
邨
が
売
却
の
た
め
に
宝
物
を
収
集
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
息
子
の
美
二
郎
が
売
却
し
た
こ
と
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
小
杉
は
正
倉
院
と
の
関
わ
り
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
古
文
書
類

の
書
写
の
み
な
ら
ず
蒐
集
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
た
経
緯
か
ら
宝
物
を
手
元
に

置
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
自
身
の
研
究
の
た
め
で
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
、
ま
た
当
時
の
研
究
者
の
資
料
に
対
す
る
認
識
も
現
代
と
は
異
な
る

こ
と
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

四
、
小
杉
榲
邨
と
壬
申
検
査
の
関
係

　

本
資
料
が
壬
申
検
査
と
の
関
連
性
が
高
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
小
杉
が
壬
申
検
査
と
直
接
的
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
資
料
中
に
名
前
が
見
え
る
町
田
久
成
と
は
両
者
と
も
に
帝
国
博
物
館
（
現
東
京

国
立
博
物
館
）
に
在
職
し
て
い
た
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
町
田
は
壬
申
検

査
の
総
責
任
者
に
し
て
初
代
東
京
国
立
博
物
館
館
長
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
二

人
に
そ
れ
以
上
の
接
点
が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

町
田
と
同
じ
く
壬
申
検
査
に
お
い
て
重
要
な
人
物
と
な
る
蜷
川
式
胤
と
小
杉
の

接
点
に
つ
い
て
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
九
月
二
十
五
日
に
正
倉
院
の
再
開

封
が
行
わ
れ
た
際
に
接
触
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
小
杉
が
初
め
て
正
倉
院
の

調
査
に
携
わ
っ
た
の
も
教
部
省
に
入
っ
た
同
年
で
あ
り
、
湯
之
上
隆
氏
は
こ
の
時

の
調
査
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
し
つ
つ
も
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
用
の
舞
楽
衣

装
の
縮
尺
図
を
巻
子
本
に
し
た
「
東
大
寺
所
保
存
装
束
図
式
」
の
製
作
時
期（

９
）と
両

者
と
も
に
調
査
の
時
期
が
九
月
で
あ
る
こ
と
、
小
杉
は
原
品
を
見
て
縮
尺
図
を
作

成
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
再
開
封
の
際
に
蜷
川
と
接
触
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
二
月
に
は
教
部
省
か
ら
の
派
遣

で
小
杉
榲
邨
・
栗
田
寛
・
大
沢
清
臣
ら
三
名
で
正
倉
院
文
書
の
調
査
を
行
っ
て
い
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る（
（1
（

。

　

な
お
小
杉
榲
邨
の
帝
国
博
物
館
の
在
職
期
間
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

か
ら
で
、
同
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
ま
で
臨
時

全
国
宝
物
取
調
局
に
在
籍
し
、
調
査
を
行
っ
て
い
る（
（1
（

。
一
方
、
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
に
は
、
法
隆
寺
宝
物
が
皇
室
に
献
納
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
博
物
館
に
移
納

さ
れ
た
の
は
、
上
野
に
本
館
が
建
設
さ
れ
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二（
（1
（

）
で
あ
る
。

つ
ま
り
小
杉
の
博
物
館
在
籍
時
に
は
既
に
今
に
言
う
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
し
て
収

蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
壬
申
検
査
に
携
わ
ら
な
か
っ
た
小
杉
も
一
部
の

法
隆
寺
宝
物
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
資
料
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
述
べ
た
。
個
々
に
つ
い
て
は
以
下
の

資
料
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
資
料
は
明
治
期
に
お
け
る
正
倉
院
宝
物
等
の
調
査
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
名

前
が
度
々
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
小
杉
家
が
旧
蔵
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
資
料
元
の
作
品
自
体
が
小
杉
の
勤
め
て
い
た
東
京
国
立
博
物
館
収
蔵
品

で
あ
る
も
の
が
二
五
点
と
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

し
か
し
個
々
の
資
料
が
小
杉
自
身
の
手
に
よ
っ
て
模
写
や
拓
本
を
行
っ
た
か
は

定
か
で
は
な
い
。
資
料
中
の
文
字
か
ら
、
別
人
の
模
写
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
、
拓
本
も
全
て
本
人
が
行
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
原
資
料
が
不
詳
な
も
の

も
あ
る
た
め
、
今
後
も
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

資
料
目
録

凡
例

　

一
、�

以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
す
る
。
作
品
名
に
付
し
た
資

料
番
号
は
表
中
の
も
と
一
致
す
る
。

　

一
、�

書
か
れ
て
い
た
墨
書
は
短
文
で
あ
れ
ば
「　

」
内
に
示
し
、
長
文
の
場
合
は
段
落

を
変
え
て
記
述
す
る
。

　

一
、�

資
料
番
号
2-25
㋐
の
長
文
三
行
目
、
3-44
、
5-48
の
和
歌
部
分
、
7-51
見
返
し
部
分
と
㋓
の

長
文
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
村
上
紀
夫
教
授
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

一
、
正
倉
院
宝
物
関
係

　

①
図
絵　

二
四
枚

資
料
番
号
1-1
　
木
画
紫
檀
棊
局

　

縦
横
二
十
紙
を
継
い
だ
原
寸
大
の
木
画
紫
檀
棊
局
の
模
写
。
盤
面
と
側
面
だ
け

で
な
く
、
亀
と
ス
ッ
ポ
ン
を
模
し
た
引
き
出
し
部
分
も
上
・
横
・
斜
め
か
ら
見
た

状
態
を
描
い
て
い
る
。
碁
盤
の
目
か
ら
側
面
、
畳
摺
部
分
の
文
様
ま
で
細
密
だ
が
、

側
面
の
木
画
で
あ
る
人
物
、
鳥
獣
、
草
花
等
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

資
料
番
号
1-2
～
1-7
　
鳥
毛
立
女
屛
風

　

鳥
毛
立
女
屏
風
か
ら
女
性
の
顔
、
ま
た
は
腕
ま
で
を
模
写
し
た
も
の
で
全
六
図

（
図
１
）。
第
一
扇
か
ら
第
六
扇
ま
で
。
写
真
上
段
右
か
ら
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第

三
扇
。
下
段
右
か
ら
第
四
扇
、
第
五
扇
、
第
六
扇
。
第
三
扇
の
み
紙
が
四
角
で
腕

全
体
を
含
め
た
模
写
で
あ
る
。

資
料
番
号
1-8
～

1-12
　「
大
大
論
戯
画
」「
鏡
背
下
絵
」
ほ
か
（『
正
倉
院
文
書
』「
続
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修
別
集
」　
第
四
十
八
巻
）

　

続
修
別
集
の
第
四
十
八
巻
、
第
一
紙
か
ら
第
四
紙
ま
で
の
模
写
、
全
五
図
（
図

２
、
図
３
）。
1-9
に
は
付
箋
が
付
属
し
て
お
り
、「
経
論
書
写
生
の
落
書
き
の
画
な

り　

次
の
小
杉
氏
の
説
明
を
見
よ
」、
1-8
左
端
に
、

右
東
大
寺
文
書
中
ノ
一
葉
ナ
リ
當
時
衣
服
ノ
制
有
可
□
者
菅
政
友
カ

獲
ル
□
ヲ
以
テ
明
治
八
年
八
月
十
九
日
栗
田
寛
傳
寫
ノ
一
紙
ヲ
借
テ
守

住
貫
魚
ニ
ア
ト
ラ
ヘ
テ
模
之

貫
ギ
ョ
ウ　

明
治
八
年
十
一
月
八
日　
　
　
　

小
杉
榲
邨

カ
ン

と
あ
る
（
図
２
）。
栗
田
寛
と
は
明
治
期
の
歴
史
学
者
で
あ
り
、
小
杉
と
同
じ
く

明
治
八
年
十
二
月
の
教
部
省
に
よ
る
正
倉
院
文
書
調
査
に
派
遣
さ
れ
た
内
の
一
人

で
あ
る
。
守
住
貫
魚
は
明
治
期
の
画
家
で
阿
波
出
身
。
後
に
帝
室
技
芸
員
と
な
る
。

貫
魚
の
左
に
鉛
筆
で
ル
ビ
と
貫
の
字
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
付
箋
と
同
じ
く
後
筆

で
あ
る
。

資
料
番
号

1-13
・

1-14
　
吹
絵
紙

　

第
十
六
号
「
紅
葉
」（
図
４
）
と
第
七
号
「
藍
」
の
模
写
。
第
十
六
号
は
茶
色
、

第
七
号
は
墨
の
点
線
で
描
か
れ
る
。
両
方
と
も
右
端
に
「
正
倉
院
御
物
吉
備
大
臣

持
帰
品　

唐
紙
吹
画
」
と
あ
る
。

資
料
番
号

1-15
～

1-20
　
銀
壷
　
甲
・
乙

　

銀
壷　

甲
・
乙
合
わ
せ
て
六
図
。
1-15
は
銀
壷
の
文
様
部
分
を
縦
一
列
分
だ
け
の

模
写
と
、
底
面
の
刻
銘
部
分
の
拓
本
を
印
刷
物
に
し
た
も
の
。
右
上
に
は
「
全
體

ノ
一
分
を
摹
シ
テ
文
様
ノ
位
置
ヲ
示
ス
」、
右
下
に
は
「
底
面
歎
識
」
と
あ
る
。

左
下
に
は
桜
井
の
印
捺
さ
れ
る
。

　

1-16
は
「
銀
壷　

甲
」
の
彩
色
さ
れ
た
全
景
模
写
（
図
６
）
の
印
刷
物
。
右
端
に
、

　
　

銀
壷　

髙
一
尺
四
寸
圓
径
二
尺
四
分
口
径
一
尺
三
寸
九
分
厚
一
分
二
釐

　
　
　
　
　

縮
図
二
分
□
一

と
桜
井
の
印
（
1-15
と
同
じ
も
の
）、
そ
し
て
「
桜
井
香
雲
蔵
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

桜
井
は
明
治
十
七
年
に
博
物
局
の
名
に
よ
っ
て
法
隆
寺
金
堂
壁
画
を
模
写
し
た
大

阪
出
身
の
画
家
で
あ
る
。

　

拡
大
模
写
（
図
５
）
は
甲
・
乙
か
ら
二
つ
ず
つ
採
っ
た
文
様
で
あ
り
、
茶
色
の

線
以
外
に
頭
や
腕
に
は
上
か
ら
黒
い
線
で
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
描
き
直
し
や

紙
が
足
り
な
い
箇
所
に
は
別
紙
を
継
い
で
描
く
。

資
料
番
号

1-21
～

1-24
　
密
陀
絵
盆

　

密
陀
絵
盆
第
二
、
十
二
、
十
三
号
の
模
写
で
全
四
図
。
1-21
は
背
面
の
模
写
の
み

で
文
様
が
一
部
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
何
号
を
指
す
か
不
明
。
1-24
（
図
７
）
と
1-22
は

模
写
の
周
囲
に
薄
く
円
が
描
か
れ
、
1-23
は
墨
で
太
く
円
を
描
く
。
1-21
は
赤
、
そ
の

他
は
黒
と
黄
色
で
描
く
。

資
料
番
号

2-25
　
②
「
正
倉
院
御
保
存
琵
琶
撥
皮
図
」
一
幅
（
二
作
品
含
む
）

全
長
（
本
紙
の
み
）
六
〇
・
八
×
四
四
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

㋐
楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
　
第
一
号
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㋑
紫
檀
木
画
槽
琵
琶
　
第
二
号

　

二
種
の
琵
琶
捍
撥
絵
の
模
写
が
一
幅
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
外
題
下
に
「
秋
圃

蔵
」、
そ
の
す
ぐ
下
に
付
箋
で
「
貴
重
（
子
写
し
）
要
愛
蔵　

時
な
し　

い
つ
で

も
よ
い
」
と
あ
る
。
模
写
の
横
に
は
町
田
と
秦
に
よ
る
模
写
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
奈
良
の
筋
道
』
の
「
壬
申
検
査
」
に
つ
い
て
記
し
た
個
所
に
、「
昨
日
写
し
残
り

琵
琶
、
町
田
・
秦
・
冨
田
写
生
す
」
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら（

（1
（

、
両
者
が
壬
申
検
査

の
際
に
琵
琶
を
模
写
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
の
資
料
は
付
箋
に
「
子
写
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
模
写
図
を
更
に

写
し
た
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
次
に
収
載
さ
れ
て
い
る
二
作
品
に
つ
い
て

記
す

　

㋐
は
楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
第
一
号
の
捍
撥
部
分
を
原
寸
大
で
模
写
し
た
も
の

（
図
８
）。
右
側
に
、

　
　

明
治
五
壬
申
八
月　

従
五
位
町
田
久
成
寫　

廿
日
ニ
筆
ヲ
起
廿
二
日
卒
業

左
側
上
に
は

　
　

聖
武
帝
御
遺
愛
御
琵
琶
撥
皮
之
図

と
記
し
、
そ
の
下
に
は
、

　
　

冠
ヲ
着
舞
フ
タ
ル
童
子
ノ
衣
ハ
朱
ヲ
甚
タ
濃
ク
シ
タ
ル
ナ
リ

と
あ
る
。　

 

　

㋑
は
紫
檀
木
画
槽
琵
琶
第
二
号
の
捍
撥
部
分
を
原
寸
大
で
模
写
し
た
も
の
（
図

９
）。
右
側
に
「
撥
皮
」、
左
下
に
「
明
治
五
壬
申
年
八
月　

䄅
法
栄
寫
」
と
あ
り
、

町
田
と
共
に
琵
琶
を
模
写
し
た
秦
法
栄
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

二
、
法
隆
寺
宝
物
（
現
法
隆
寺
献
納
宝
物
）
関
係

　

①
図
絵　

二
一
枚　

資
料
番
号

3-26
　
玉
帯
残
欠

　

玉
帯
残
欠
の
拓
本
。
格
子
状
に
組
ま
れ
た
箇
所
を
朱
線
で
縁
取
っ
て
い
る
。「
真

珠
瑠
璃
玉
荘
」
二
条
の
い
ず
れ
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
判
別
不
明
で
あ
る
。

資
料
番
号

3-27
～

3-34
　
蓬
莱
山
蒔
絵
袈
裟
箱

　

蓬
莱
山
蒔
絵
袈
裟
箱
の
拓
本
で
、
全
八
図
。
身
の
底
面
と
側
面
、
他
は
蓬
莱
山

と
鳥
の
文
様
部
分
の
み
の
拓
本
で
あ
る
。
3-29
（
図
10
）
は
拓
本
だ
け
で
な
く
模
写

の
鳥
が
描
か
れ
た
紙
片
が
あ
り
、
紙
の
縁
部
分
二
か
所
が
拓
本
に
貼
付
さ
れ
て
い

る
。
3-31
～
3-34
は
側
面
拓
本
で
鳥
文
様
部
分
の
み
を
拓
本
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
3-31

は
一
部
欠
け
て
お
り
、
ほ
か
三
つ
と
比
べ
て
も
拓
本
に
濃
淡
が
あ
る
。

資
料
番
号

3-35
～

3-38
　
木
画
経
箱

　

木
画
経
箱
の
拓
本
で
、
3-35
・
3-36
は
側
面
、
3-37
は
蓋
表
、
3-38
は
底
面
部
で
全
四
図
。

3-35
（
図
11
）
は
拓
本
の
裏
に
別
作
品
と
お
ぼ
し
き
模
写
の
一
部
が
残
る
（
仏
像
か
）。

資
料
番
号

3-39
・

3-40
　
尺
八

　

尺
八
の
拓
本
と
輪
郭
の
み
の
模
写
。
拓
本
は
朱
線
で
縁
取
り
、
模
写
は
細
い
線

で
描
か
れ
る
。
3-40
は
拓
本
の
み
だ
が
3-39
は
拓
本
が
二
つ
と
模
写
が
一
つ
描
か
れ
て

い
る
。
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資
料
番
号

3-41
・

3-42
　
栴
檀
香

　

栴
檀
香
の
拓
本
で
輪
郭
を
朱
線
で
縁
取
っ
て
い
る
。
3-41
の
右
下
に
は
文
字
の
み

の
拓
本
も
あ
り
、
付
箋
の
片
面
に
「
切
断
さ
れ
し
所
は
豊
臣
秀
吉
が
き
り
と
り
た

る
も
の
と
か
？
云
わ
れ
た
る
も
の
な
り
」
と
書
か
れ
、
も
う
一
方
の
面
に
は
、

　
　
　
　
ツ
リ
ガ
ネ
ズ
ミ

　
　

こ
の
鐘
墨
で
写
し
た
も
の
は
御
物
の

　
　
「
蘭
奢
待
」
印
度
渡
来
の
香
木
な
り
、
文
子
を
分

　
　

解
す
る
と
「
東
大
寺
」
と
な
る
（
裏
）

と
あ
る
。
書
体
か
ら
資
料
1-9
の
付
箋
と
同
一
人
物
が
書
い
た
可
能
性
が
高
い
。
付

箋
に
「
蘭
奢
待
」
と
あ
る
が
、
正
倉
院
宝
物
中
の
黄
熟
香
（
蘭
奢
待
）
で
は
な
く
、

誤
記
で
あ
る
。

資
料
番
号

3-43
・

3-44
　
白
檀
香

　

白
檀
香
の
拓
本
。
栴
檀
香
と
同
じ
く
朱
線
で
縁
取
っ
て
お
り
、
3-44
に
は
切
り
取

ら
れ
た
跡
と
、
右
下
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
木
松
様

　
　
　
　
　

本
郷
真
砂
町
三
十
七
番
地

　
　
　
　

先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
手
□
之
上　

有
か
た
く

拝
啓
昨
夜
者
参
上
（
×
仕
）
之
節
、
御
馳
走
ニ
相
成
、
難
有
御
礼
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
当
番

陳
者
明
日
日
□
□
□
座
ニ
候
得
と
も
博
物
館
出
番
ニ
相
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　

小
生
休
暇
相
成
り
も
し

候
ニ
付
、
明
後
二
日
モ
シ
御
閑
暇
な
れ
■
■
り
ニ
相
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

存
候
得
と
も

亀
井
戸
辺
迄
御
同
道
致
被
下
度
、
此
段
如
何
哉
御
伺

申
上
候
、
明
日
帰
り
か
け
御
伺
申
上
候

　
　
　
　

否

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
博
物
館
ま
た
は
関
係
者
に
よ
る
手
紙
の
下
書
き
だ
と
思
わ
れ

る
（
図
12
）。
こ
の
文
章
の
み
他
の
付
箋
や
文
字
と
の
書
体
が
異
な
る
こ
と
、
手

紙
の
下
書
き
と
い
う
内
容
か
ら
み
て
も
、
拓
本
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

反
故
紙
を
拓
本
用
紙
と
し
て
再
利
用
し
た
と
推
測
で
き
る
。
3-43
の
拓
本
下
に
は
小

さ
く
仏
像
の
頭
部
が
描
か
れ
る
。

資
料
番
号

3-45
・

3-46
　
鋸
・
鎌

　

3-45
は
鋸
の
全
体
、
3-46
は
鎌
の
刃
部
分
の
拓
本
。
鎌
は
柄
が
取
り
外
さ
れ
た
状
態

で
拓
本
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
鎌
の
拓
本
右
上
に
は
小
さ
く
「
法
隆
寺
」
と

墨
書
が
あ
る
。

資
料
番
号

4-47
　
②
法
隆
寺
宝
物
模
写
　
一
巻
（
七
作
品
含
む
）

全
長
（
本
紙
の
み
）
二
九
・
五
×
八
三
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

外
題
に
「
正
倉
院
御
物
模
写
」
と
あ
る
が
誤
記
で
、
内
容
は
法
隆
寺
宝
物
（
現

法
隆
寺
献
納
宝
物
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
巻
に
幡
垂
飾
、
金
銅
小
幡
、
瑞

花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱
、
草
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱
、
不
明
品
を
含
め
た
七
点
の

模
写
、
拓
本
を
収
め
る
。
以
下
に
収
載
さ
れ
る
作
品
個
々
に
つ
い
て
記
す
。
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㋐
不
明
（
淡
緑
地
輪
繋
文
錦
裂
か
）  

　

淡
緑
地
輪
繋
文
錦
裂
の
一
部
を
模
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
彩
色
途
中
だ
っ
た

の
か
、
一
部
が
白
く
塗
ら
れ
て
い
る
。

㋑
・
㋒
幡
垂
飾
　
金
銅
装
唐
組
垂
飾
二
条

　

㋑
は
拓
本
と
模
写
を
組
み
合
わ
せ
た
図
で
付
属
金
具
部
分
は
拓
本
、
布
部
分
は

模
写
で
あ
る
。
布
の
一
部
は
、
用
い
る
糸
の
配
色
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
し
て
い

る
。
金
具
部
分
も
一
部
に
模
写
が
あ
る
。
㋒ （
図
13
）
は
彩
色
さ
れ
た
復
元
図
で
、

付
属
金
具
も
全
て
付
け
ら
れ
た
状
態
で
描
か
れ
る
。

㋓
金
銅
小
幡

　

二
つ
あ
る
小
幡
の
内
、
第
一
旒
の
拓
本
で
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
第
四
坪
か
ら

第
七
坪
は
反
転
状
態
で
拓
本
が
採
ら
れ
る
。

㋔
不
明

　

文
様
部
分
の
拓
本
と
模
写
。
文
様
部
分
の
模
写
と
模
写
し
た
上
か
ら
拓
本
を
重

ね
た
も
の
が
あ
り
、
拓
本
後
に
赤
で
所
々
に
文
様
ご
と
の
色
を
指
定
し
て
い
る
。

㋕
不
明

　

㋔
の
側
面
に
あ
る
拓
本
。
表
裏
同
形
と
思
わ
れ
詳
細
不
明
で
は
あ
る
が
琵
琶
撥

と
推
測
さ
れ
る
。
片
面
は
輪
郭
線
の
み
で
、
拓
本
さ
れ
た
原
資
料
は
楽
器
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

㋖
・
㋗
瑞
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱

　

㋖
は
箱
の
蓋
表
、
㋗
は
側
面
の
模
写
で
あ
る
。
㋖
の
右
端
に
は
「
法
隆
寺
所
蔵

太
子
所
用
革
文
庫
紋
様
」
の
文
字
が
あ
る
。
蓋
表
の
四
隅
と
側
面
部
分
の
一
つ
に

は
模
写
の
下
に
薄
く
拓
本
が
採
ら
れ
て
い
る
。

㋘
・
㋙
草
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱

　

箱
側
面
の
み
の
模
写
で
、
一
部
拓
本
が
採
ら
れ
て
い
る
。

資
料
番
号

5-48
　
③
御
物
一
覧
　
一
冊

　

全
十
六
枚
で
構
成
さ
れ
た
冊
子
本
で
約
二
四
一
図
（
図
14
、
図
15
）。
法
隆
寺

献
納
宝
物
が
一
枚
ご
と
に
描
か
れ
て
い
る
。
種
類
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
描
か
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、
無
秩
序
に
並
べ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
用
紙
内
を
二
段
も

し
く
は
三
段
に
分
け
、
そ
の
上
に
並
べ
、
斜
め
上
か
ら
見
た
よ
う
な
構
図
で
描
か

れ
て
い
る
。
裏
側
に
右
か
ら
、

　
　

み
よ
し
野
ハ
山
も
か
す
み
て
白
雪
乃
ふ
り
に
し
里
に
春
は
き
に
け
り

　
　

ほ
乃
〳
〵
と
春
こ
そ
空
に
き
に
け
ら
し
あ
ま
の
か
く
山
霞
た
な
ひ
く

と
和
歌
が
二
首
続
け
て
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
。
左
右
と
も
に
『
新
古
今
和
歌
集
』

に
あ
る
和
歌
で
、
右
は
攝
政
太
政
大
臣
、
左
は
太
正
天
皇
に
よ
る
も
の（

（1
（

で
あ
る
。

三
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
、
保
管
品　

図
絵　

二
枚

資
料
番
号

6-49
　
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱

　

蓋
表
と
側
面
の
拓
本
。
蓋
表
は
全
体
だ
が
側
面
は
文
様
部
分
の
み
で
拓
本
が
ほ
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と
ん
ど
な
い
部
分
が
あ
る
。

資
料
番
号

6-50
　
梅
蒔
絵
手
箱
（
静
岡
県
三
嶋
大
社
寄
託
品
）

　

蓋
表
の
拓
本
。
他
の
拓
本
と
比
べ
て
細
か
い
文
様
や
全
体
図
が
は
っ
き
り
分
か

る
よ
う
な
拓
本
と
な
っ
て
お
り
、
右
端
に
「
伊
豆
國
三
嶋
神
社
蔵
櫛
笥
蓋
表　

平

目
金
彩
地
平
蒔
画
梅
花
文
字
銀
カ
ナ
貝
」
と
あ
る
。

資
料
番
号

7-51

四
、
正
倉
院
保
存
古
物
図　
　

一
巻
（
五
作
品
含
む
）

全
長
（
本
紙
の
み
）
二
六
・
八
×
二
六
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

斑
竹
尺
八
、
小
枝
付
笛
、
不
明
品
を
含
む
全
五
作
品
が
収
め
ら
れ
る
。
現
時
点

で
収
載
さ
れ
る
図
に
正
倉
院
宝
物
に
該
当
す
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、

『
壬
申
検
査
社
寺
宝
物
図
集
』（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
第
十
巻
に
は
記
録
さ
れ

て
い
る
。
見
返
し
部
分
に
、

　
　

こ
の
模
写
本
は
久
成
法
師
か
蔵
喜
な

　
　

り
し
を
没
後
余
か
秘
架
に
帰
す

　
　
　
　
　

小
杉
榲
邨

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
印
）

と
あ
り
、
小
杉
の
名
前
と
印
が
あ
る
（
図
16
）。
印
は
大
沼
宜
規
氏
の
論
中
に
あ

る
図
を
見
る
と（
（1
（

小
杉
の
使
用
し
て
い
た
印
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
作
品

個
々
に
つ
い
て
記
す

㋐
・
㋑
斑
竹
尺
八

　

斑
竹
尺
八
の
模
写
。
表
・
裏
・
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
模
写
し
て
お
り
、
㋐
は
輪
郭

線
の
み
で
（
図
16
） 

右
下
に
は
茶
色
の
太
線
が
あ
る
が
、
模
写
の
彩
色
に
使
用
し

た
色
と
思
わ
れ
る
。
右
上
に
は
「
東
大
寺
横
笛
□
」、
中
央
に
は
「
東
大
寺
」
の

ほ
か
「
長
壹
尺
二
寸
九
分
」「
径
七
分
四
厘
強
」「
径
七
分
強
」
と
寸
法
が
記
さ
れ

る
。
㋑
（
図
17
）
は
彩
色
さ
れ
た
も
の
が
各
三
管
ず
つ
描
か
れ
、
㋐
と
同
様
に
寸

法
を
記
す
。

㋒
小
枝
付
笛

　

尺
八
の
彩
色
さ
れ
た
模
写
。
表
・
裏
・
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
模
写
し
て
お
り
、「
長

壹
尺
二
寸
九
分
七
分
」「
径
七
分
弱
」「
径
六
分
四
厘
」
と
寸
法
が
記
さ
れ
る
。

㋓
不
明
（
箜
篌
の
一
部
か
）

　

鳥
と
花
の
文
様
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
（
図
18
）。
黒
地
に
文
様
が
模
写
さ
れ

て
お
り
、
文
様
の
黒
ず
み
も
部
分
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
左
下
に
、

　
　

後
に
破
残
零
良
を
取
り
あ
つ

　
　

め
試
し
て
、
箜
篌
の
一
部

　
　

分
な
る
こ
と
を
発
明
す

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
破
損
し
た
箜
篌
の
装
飾
部
分
の
一
部
を
集
め
、
復

元
し
て
か
ら
模
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㋔
不
明
（
琵
琶
撥
か
）　
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右
上
に
「
琵
琶
撥
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
一
つ
の
琵
琶
撥
を
表
・
裏

で
模
写
、
彩
色
し
た
も
の
（
図
19
）
で
あ
ろ
う
。
側
面
・
上
・
下
か
ら
見
た
図
が

中
央
に
描
か
れ
る
が
彩
色
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
最
後
に
は
印
が
上
下
二
つ
あ
り
、
こ
ち
ら
も
小
杉
の
使
用
し
て
い
た
印
と

酷
似
し
て
い
る
が
、
園
に
あ
た
る
箇
所
が
若
干
異
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
下
の
印
は
不
明
。

五
、
原
資
料
不
明
品　

図
絵　

一
〇
枚

　

お
そ
ら
く
正
倉
院
宝
物
や
法
隆
寺
献
納
宝
物
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
作
品
と
考
え

ら
れ
る
が
原
資
料
が
判
明
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

資
料
番
号

8-52
～

8-54
　
天
蓋
模
写　

　

天
蓋
の
模
写
。
す
べ
て
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
異
な
る
天
蓋
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
8-52
は
天
蓋
の
紐
の
色
が
白
、
紫
、
緑
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
黄
、
橙
、

緑
で
金
具
が
付
属
す
る
も
の
二
種
類
が
描
か
れ
る
。
布
部
分
は
朱
色
で
薄
く
輪
繋

ぎ
文
様
が
描
か
れ
る
。

　

8-53
は
天
蓋
全
体
が
赤
、
紐
は
黄
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
が
、
紐
部
分
の
緑
の
文

様
は
途
中
ま
で
と
な
っ
て
い
る
（
図
20
）。
8-54
は
紐
以
外
の
全
体
が
彩
色
さ
れ
、

右
下
に
は
文
様
が
一
つ
だ
け
描
か
れ
る
。

資
料
番
号

8-55
・

8-56
　
壁
画
模
写

　

壁
画
の
彩
色
模
写
（
図
21
）。
8-56
の
付
箋
に
、

　
　

大
英
博
物
館
蔵
の

　
　

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
壁
畫
の
一
部
を
模
し
た
る
も
の
を

　
　

再
複
写
し
た
も
の
断
片
な
り
（
裏
）

と
あ
る
が
、
現
状
で
確
認
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
他
の
壁
画
の
模
写
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

資
料
番
号

8-57
　
天
平
時
代
貴
族
室
内
図

　

聖
武
天
皇
と
思
わ
れ
る
人
物
を
中
心
と
し
た
「
室
内
図
」
で
多
数
の
正
倉
院
宝

物
が
飾
ら
れ
て
い
る
（
図
22
）。
裏
面
に
、

　
　
　
　
　
聖
武
天
皇

　
　

天
平
時
代
貴
族
室
内
図

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
聖
武
天
皇
の
宮
廷
内
の
想
像
図
と
思
わ
れ
る
。

資
料
番
号

8-58
　
模
写　

　

何
ら
か
の
残
欠
部
分
模
写
と
思
わ
れ
る
。
五
図
描
か
れ
て
お
り
、
二
図
は
描
き

か
け
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
番
号

8-59
　
拓
本　

　

形
状
か
ら
み
て
箱
形
の
上
面
と
思
わ
れ
る
。
文
様
部
分
の
み
を
拓
本
し
て
い
る
。

資
料
番
号

8-60
　
拓
本

　

拓
本
の
下
に
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
資
料
の
作
品
と
は
別
物
と
考
え
ら
れ
る
。

右
上
は
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
文
様
が
途
切
れ
た
状
態
で
拓
本
が
採
ら
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れ
て
い
る
。

資
料
番
号

8-61
　
拓
本　

　

上
面
の
拓
本
。
箱
形
の
輪
郭
線
あ
り
。
全
体
で
は
あ
る
が
特
に
四
隅
や
中
央
な

ど
文
様
が
濃
く
出
る
部
分
の
み
の
拓
本
で
あ
る
。

注（
１
）	

上
田
萬
年
、
芳
賀
矢
一
校
閲
・
大
川
茂
雄
、
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成　

下
』

復
刻
（
東
出
版
、
一
九
九
七
年
）
三
八
四
頁

（
２
）	

長
谷
川
賢
二
著
、
徳
島
県
立
博
物
館
編
『
郷
土
の
発
見
―
小
杉
榲
邨
と
郷
土
史
研

究
の
曙
』（
徳
島
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
頁

（
３
）	

注
（
１
）
三
八
六
頁

（
４
）	

注
（
２
）
三
〇
頁

（
５
）	

東
野
治
之
「
小
杉
榲
邨
旧
蔵
の
正
倉
院
及
び
法
隆
寺
献
納
御
物
―
そ
の
売
却
事
件

と
鴎
外
の
博
物
館
総
長
就
任
」『
大
和
古
寺
の
研
究
』
所
収
（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
）

三
六
四
頁

（
６
）	

注
（
５
）
三
六
五
頁

（
７
）	

注
（
５
）
三
八
五
頁

（
８
）	

注
（
５
）
三
七
五
頁

（
９
）	

湯
之
上
隆
「
小
杉
榲
邨
の
蒐
書
と
書
写
活
動
―
正
倉
院
文
書
調
査
の
一
齣
」『
日
本

中
世
の
政
治
権
力
と
仏
教
』
所
収
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
二
六
六
頁

（
10
）	

注
（
９
）
二
六
七
頁

（
11
）	

注
（
９
）
二
六
八
頁

（
12
）	

注
（
１
）
三
八
五
頁
に
は
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
が
、
大
沼
宜
規
著
、
日
本
近

代
史
研
究
会
編
「
小
杉
榲
邨
の
蔵
書
形
成
と
学
問
」『
近
代
史
料
研
究
』
所
収
（
日

本
近
代
史
研
究
会
、 

二
〇
〇
〇
一
年
）
一
〇
頁
に
は
在
職
期
間
が
明
治
二
十
一
年
（
一

八
八
八
）
か
ら
で
、
同
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
同
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

ま
で
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
在
籍
。
ま
た
三
輪
紫
都
香
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調

局
の
活
動
と
そ
の
影
響　

博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
動
向
か
ら
」『
お
茶
の
水
史
学
』

所
収
（
読
史
会
、
二
〇
一
六
年
）
一
三
五
頁
に
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
在
任

期
間
は
明
治
二
十
四
年
（
一
九
八
一
）
か
ら
同
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

（
13
）	

東
京
国
立
博
物
館
編
『
生
ま
れ
変
わ
っ
た
法
隆
寺
宝
物
館
』（
東
京
国
立
博
物
館
、

一
九
九
九
年
）
三
〇
六
頁

（
14
）	

蜷
川
式
胤
、
米
崎
清
美
『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
五
年
）
一
七
四
頁

（
15
）	

大
沼
宜
規
著
、
日
本
近
代
史
研
究
会
編
「
小
杉
榲
邨
の
蔵
書
形
成
と
学
問
」『
近
代

史
料
研
究
』
所
収
（
日
本
近
代
史
研
究
会
、 

二
〇
〇
一
年
）
五
頁
、
図
１
の
①

（
16
）	

注
（
16
）
五
頁
、
図
１
の
⑱

（
17
）	

久
松
潜
一
、
山
崎
敏
夫
、
後
藤
重
郎
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九

五
八
年
）
三
九
頁

�

攝
政
太
政
大
臣

　
　
　

み
吉
野
は
山
も
か
す
み
て　

し
ら
雪
の
ふ
り
に
し
里
に
春
は
き
に
け
り

�

太
上
天
皇

　
　
　

ほ
の
〴
〵
と　

春
こ
そ
空
に
き
に
け
ら
し　

あ
ま
の
か
ぐ
山
霞
た
な
び
く

〈
参
考
文
献
〉

正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
寳
物
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）

東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
』（
便
利
堂
、
一
九
七
五
年
）

東
京
国
立
博
物
館
編
「
金
銅
小
幡
」『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
』（
東
京
国
立
博
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物
館
、
一
九
九
二
年
）

東
京
国
立
博
物
館
編
「
木
漆
工
」『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
』（
東
京
国
立
博
物
館
、

一
九
九
二
年
）

東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索

　

https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/index

〈
謝
辞
〉

　

執
筆
に
あ
た
り
、
奈
良
大
学
関
根
俊
一
教
授
に
ご
指
導
を
賜
り
、
資
料
の
翻
刻

に
あ
た
っ
て
は
奈
良
大
学
村
上
紀
夫
教
授
に
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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図２　「大大論戯画」（1-8） 図１　鳥毛立女屛風（1-2～1-7）

図４　吹絵紙　第十六号「紅葉」（1-13） 図３　「鏡背下絵」（1-11）

図６　銀壷　甲（1-16） 図５　銀壷　甲（1-17）
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図９　紫檀木画槽琵琶
（2-25㋑）

図８　楓蘇芳染螺鈿槽琵琶
（2-25㋐）　　

図７　密陀絵盆　第13号（1-24）

図10　蓬莱山蒔絵袈裟箱（3-29）

図11　木画経箱（3-35）

図12　白檀香（3-44）
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図13　幡垂飾　金銅装唐組垂飾二条（4-47㋒）

図15　御物一覧 仏像（5-48） 図14　御物一覧（5-48）

図16　斑竹尺八（7-51㋐）

図18　不明、箜篌の一部か
（7-51㋓）　　

図17　斑竹尺八（7-51㋑）
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図20　天蓋模写（8-53） 図19　不明、琵琶撥か（7-51㋔）

図22　貴族室内図（8-57） 図21　壁画模写（8-56）
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資
料

番
号

登
録

番
号

資
　

　
料

　
　

名
数

量
原

宝
物

寸
法

　
縦

×
横

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
　

　
　

　
容

備
　

　
　

　
考

1-1
北
倉
36

木
画
紫
檀
碁
局

1
49.0×

48.8×
12.7

85.6×
132.6

全
体
模
写

蓋
面
と
側
面
以
外
に
引
き
出
し
部
分
を

上
・
横
・
斜
め
か
ら
見
た
状
態
を
描
く

1-2
北
倉
44

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
１
扇

1
135.9×

56.2
21.5×

25.0
顔
か
ら
腕
に
か
け
て
の
模
写

　

1-3
〃

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
２
扇

1
136.2×

56.2
30.1×

23.9
顔
の
模
写

　

1-4
〃

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
３
扇

1
135.8×

56.0
27.8×

23.2
顔
か
ら
腕
に
か
け
て
の
模
写

他
の
図
と
は
異
な
り
紙
が
四
角
、
腕
全

て
を
描
く

1-5
〃

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
４
扇

1
136.2×

56.2
16.5×

18.6
顔
の
模
写

　

1-6
〃

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
５
扇

1
136.2×

56.5
25.4×

17.7
顔
の
模
写

　

1-7
〃

鳥
毛
立
女
屏
風
　
第
６
扇

1
136.1×

56.4
23.5×

18.5
顔
の
模
写

　

1-8
中
倉
18

続
修
別
集
　
第
48巻
　

第
３
紙
　
戯
画
人
物

1
29.1 ×

23.0
39.5×

27.2
大
大
論
の
模
写

左
下
に
墨
書

1-9
〃

〃
1

〃
36.4×

49.2
第
３
紙
か
ら
第
４
紙
冒
頭
２
行
目
ま

で
の
模
写

付
箋
に
鉛
筆
で
書
き
付
け
あ
り

1-10
〃

続
修
別
集
　
第
48巻
　
第
４
紙
　
経

師
習
字
　
臨
王
羲
之
書

1
29.7×

51.0
36.0×

49.2
模
写

1-11
〃

続
修
別
集
　
第
48巻
　

第
１
紙
　
鏡
背
下
絵

1
29.2×

32.0
35.5×

49.7
模
写

1-12
〃

続
修
別
集
　
第
48巻
　

第
２
紙
　
鏡
背
下
絵

1
28.9×

35.7
35.7×

49.5
模
写

1-13
中
倉
46

吹
絵
紙
　
第
16号
　
紅
葉

1
29.5×

41.0
27.5×

38.9
模
写

右
端
に
墨
書

1-14
〃

吹
絵
紙
　
第
７
号
　
藍

1
29.5×

41.0
27.4×

38.8
模
写

右
端
に
1-13と

同
じ
墨
書

1-15
南
倉
13

銀
壷
　
甲

1
口
径
42.2　

胴
径
61.9

総
高
49.4

31.2×
50.0

模
様
一
部
の
模
写
と
底
面
の
文
字
拓

本
模
写
と
拓
本
右
横
に
墨
書
、
右
下
に
は

桜
井
の
印

印
刷
物

1-16
南
倉
13

銀
壷
　
甲

1
〃

31.5×
42.0

全
体
模
写

右
端
に
墨
書
、
右
下
に
は
桜
井
の
印
と

小
さ
く
鉛
筆
で
「
桜
井
香
雲
蔵
」
と
あ

る

1-17
〃

〃
　
甲

1
〃

57.8×
61.6

狩
猟
文
様
の
拡
大
模
写

右
上
紙
欠
損
　

1-18
〃

〃
　
甲

1
〃

57.1×
63.5

〃
人
物
顔
部
分
に
紙
が
貼
付
さ
れ
描
き
直

し

1-19
〃

〃
　
乙

1
口
径
42.9　

胴
径
61.3　

総
高
46.6

52.6×
75.0

〃
馬
の
後
脚
に
紙
の
継
ぎ
足
し

表
１

　
正

倉
院

宝
物

（
cm

）



－－ 119 －－

奈良大学大学院研究年報　第26号（2021年） 104
1-20

〃
〃
　
乙

1
〃

57.0×
64.6

〃
左
上
半
分
欠
損
、
馬
の
後
脚
に
紙
の
継

ぎ
足
し

1-21
南
倉
39

密
陀
絵
盆

1
不
明

38.7×
41.0

模
写

密
陀
絵
盆
背
面
の
写
し
と
思
わ
れ
る
が

何
号
か
不
明

1-22
〃

密
陀
絵
盆
　
第
２
号

1
径
38.3 高

5.4
41.1×

39.0
模
写

1-23
〃

密
陀
絵
盆
　
第
12号

1
径
39.0 高

4.4
42.4×

38.4
模
写

1-24
〃

密
陀
絵
盆
　
第
13号

1
径
39.2 高

5.5
39.1×

44.9
模
写

資
料

番
号

登
録

番
号

（
倉

番
）

資
　

　
料

　
　

名
原

宝
物

寸
法

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
　

　
容

備
　

　
　

　
　

考

2-25（
ア
）
南
倉
101

楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
　
第
１
号

全
長
97.0 最

大
幅
40.5

43.9×
19.7

捍
撥
部
分
彩
色
模
写

付
記
か
ら
町
田
久
成
に
よ
る
模
写
で
あ
る
可
能
性

〃
（
イ
）

〃
紫
檀
木
画
槽
琵
琶
　
第
２
号

全
長
98.7 最

大
幅
41.7

44.1×
19.9

〃
付
記
か
ら
秦
法
英
に
よ
る
模
写
で
あ
る
可
能
性

表
２

　
正

倉
院

御
保

存
琵

琶
撥

皮
図

二
種

　
掛

軸
（

cm
）　
※
資
料
寸
法
は
一
紙
ご
と
の
大
き
さ
を
表
す

資
料

番
号

登
録

番
号

資
料

名
数

量
原

宝
物

寸
法

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
　

　
　

　
容

備
　

　
　

　
　

考

3-26
49

玉
帯
残
欠

真
珠
瑠
璃
玉
荘
２
条

1
（
１
条
）
44.0×

9.0
（
２
条
）
29.0×

9.0
14.3×

43.1
拓
本

第
１
条
と
第
２
条
の
ど
ち
ら
か
不
明

3-27
69

蓬
莱
山
蒔
絵
袈
裟
箱

1
（
蓋
）
50.4×

41.8×
5.5　

（
身
）
49.0×

39.2×
4.5

53.7×
76.6

拓
本

3-28
〃

〃
1

42.1×
19.9

蓬
莱
山
と
鳥
の
み
の
拓
本

3-29
〃

〃
1

31.4×
40.2

蓬
莱
山
と
鳥
の
拓
本

中
央
上
片
部
に
詳
細
な
鳥
文
様
の
模
写
の
描

か
れ
た
紙
が
付
属

3-30
〃

〃
1

37.9×
53.8

鳥
文
様
の
拓
本

3-31
〃

〃
1

6.4×
27.3

側
面
の
鳥
文
様
の
み
の
拓
本

他
３
つ
と
比
べ
拓
影
が
濃
く
、
寸
法
も
短
い

3-32
〃

〃
1

4.6×
44.7

側
面
の
鳥
文
様
の
み
の
拓
本

 

3-33
〃

〃
1

4.5×
41.7

側
面
の
鳥
文
様
の
み
の
拓
本

 

3-34
〃

〃
1

4.5×
49.5

側
面
の
鳥
文
様
の
み
の
拓
本

中
央
に
蓬
莱
山
左
と
鉛
筆
書
き

3-35
71

木
画
経
箱

1
（
蓋
）
37.6×

19.7
（
身
）
37.2×

19.3（
全
高
）
11.0

14.6×
42.3

側
面
（
長
辺
）
の
拓
本

裏
に
別
作
品
と
思
し
き
模
写

3-36
〃

〃
1

27.1×
38.3

側
面
（
長
辺
、
短
辺
）
の
拓
本

3-37
〃

〃
1

27.1×
38.8

蓋
表
の
拓
本

表
３

　
法

隆
寺

献
納

宝
物

関
係

（
cm

）
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3-38

〃
〃

1
27.1×

38.6
底
面
の
拓
本

3-39
104

尺
八

1
長
44.2 径

2.0
25.7×

76.0
拓
本
が
２
図
と
模
写
が
１
図

　

3-40
〃

〃
1

〃
6.4×

76.5
拓
本

3-41
112

栴
檀
香

1
長
66.0 径

10.5
26.7×

76.0
拓
本

付
箋
に
鉛
筆
で
書
付
あ
り

3-42
〃

〃
1

〃
26.8×

75.8
拓
本

　

3-43
113

白
檀
香

1
長
60.3 径

9.0
27.2×

76.0
拓
本

中
央
下
に
観
音
ら
し
き
頭
部
図

3-44
〃

〃
1

〃
27.1×

76.7
拓
本

右
下
が
切
り
取
ら
れ
、
右
端
に
は
墨
書

3-45
141

鋸
1

全
長
64.7 柄

長
37.5

24.7×
79.1

拓
本

3-46
142

鎌
1

鎌
長
40.5 木

柄
長
39.5

25.0×
54.6

拓
本

右
上
に
小
さ
く
墨
書

資
料

番
号

登
録

番
号

資
料

名
原

宝
物

寸
法

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
　

　
　

　
　

容
備

　
　

　
　

　
考

4-47（
ア
）
不
明

不
明

　
26.9×

71.7
模
写
　

法
隆
寺
献
納
宝
物
の
淡
緑
地
輪
繋
文
錦
裂
で

あ
る
可
能
性

〃
（
イ
）

51
幡
垂
飾
　

金
銅
装
唐
組
垂
飾
２
条

（
１
条
）
全
長
130.5 幅

5.5
（
２
条
）
全
長
22.3 幅

6.0
26.9×

60.4
拓
本
と
模
写

金
具
部
分
は
拓
本
、
墨
書
で
色
の
指
定

〃
（
ウ
）

〃
〃

26.9×
113.8

彩
色
復
元
図

〃
（
エ
）

60
金
銅
小
幡
　
第
１
流

全
長
304.0

26.9×
153.9

拓
本

第
４
坪
か
ら
第
７
坪
は
反
転
状
態

〃
（
オ
）

不
明

不
明

27.9×
67.9

模
写

不
明

不
明

27.9×
67.9

拓
本
と
模
写

不
明

不
明

27.9×
158.8

拓
本

〃
（
カ
）

不
明

不
明

（
オ
）
二
紙
目
の
両
側
面
に
あ
る
拓
本

表
裏
が
同
形
で
一
方
は
輪
郭
線
の
み

〃
（
キ
）

90
瑞
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱

32×
29.0×

7.5
29.5×

31.4
模
写

右
端
に
墨
書

〃
（
ク
）

〃
〃

26.9×
37.8

側
面
の
模
写

 

〃
（
ケ
）

301
草
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱

（
身
）
33.0×

33.3×
6.8

（
蓋
）
33.2×

30.2×
7.1

19.1×
37.5

瑞
花
蝶
鳥
金
銀
絵
漆
皮
箱
と
草
花
蝶
鳥
金

銀
絵
漆
皮
箱
の
側
面
模
写
が
各
１
図

　

〃
（
コ
）

〃
〃

27.0×
38.4

側
面
の
模
写

　

表
４

　
法

隆
寺

宝
物

模
写

　
巻

子
（

cm
）　
※
外
題
に
は
「
正
倉
院
御
物
模
写
」
と
あ
る
が
誤
記
と
思
わ
れ
る
　
※
資
料
寸
法
は
一
紙
ご
と
の
大
き
さ
を
表
す
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資
料

番
号

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

5-48
28.1×

39.2
全
16枚
で
構
成
さ
れ
た
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
模
写
、
鉛
筆
書
き
あ
り

表
５

　
御

物
一

覧
（

cm
）

資
料

番
号

資
　

料
　

名
数

量
原

作
品

　
縦

×
横

×
高

資
料

寸
法

　
縦

×
横

内
容

備
　

　
　

　
　

考

6-49
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱

1
22.4×

30.6×
13.0

31.8×
41.7

蓋
表
と
側
面
の
拓
本

6-50
梅
蒔
絵
手
箱

1
25.8×

34.5×
19.7

26.9×
37.8

蓋
表
の
拓
本

右
端
に
墨
書

資
料

番
号

社
寺

宝
物

図
集

資
料

名
資

料
寸

法
　

縦
×

横
内

　
　

容
備

　
　

　
　

　
　

　
　

考

7-51（
ア
）
10巻

斑
竹
枝
付
笛

24.8×
55.3

模
写

表
・
裏
・
側
面
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
輪
郭
線
の
み
の
模
写

〃
（
イ
）

〃
〃

26.8×
49.3

彩
色
模
写

表
・
裏
・
側
面
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
彩
色
さ
れ
た
模
写

〃
（
ウ
）

〃
小
枝
付
笛

26.8×
51.2

彩
色
模
写

表
・
裏
・
側
面
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
彩
色
さ
れ
て
い
る

〃
（
エ
）

不
明

不
明

26.8×
38.1

彩
色
模
写

墨
書
か
ら
箜
篌
の
装
飾
部
分
と
思
わ
れ
る

〃
（
オ
）

不
明

不
明

26.2×
36.8

彩
色
模
写

右
上
の
墨
書
か
ら
琵
琶
撥
と
思
わ
れ
る

資
料

番
号

内
　

　
　

　
　

　
容

数
量

資
料

寸
法

　
縦

×
横

備
　

　
　

　
　

　
　

　
考

8-52
天
蓋
の
彩
色
模
写
、
ま
た
は
復
元
図

1
53.6×

76.7
布
部
分
に
薄
く
朱
線
で
輪
繋
ぎ
文
様
が
描
か
れ
る

8-53
〃

1
53.7×

77.0
天
蓋
全
体
が
彩
色
さ
れ
、
紐
部
分
の
文
様
は
途
中
ま
で
描
か
れ
て
い
る

8-54
〃

1
54.8×

79.0
天
蓋
全
体
が
彩
色
さ
れ
、
右
下
に
文
様
が
一
つ
だ
け
描
か
れ
て
い
る

8-55
壁
画
の
彩
色
模
写

1
32.5×

49.0
彩
色
模
写

8-56
〃

1
33.5×

36.2
裏
の
付
箋
に
鉛
筆
書
き
が
あ
る
が
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

8-57
貴
族
室
内
図
（
彩
色
）

1
78.1×

107.8
裏
に
「
天
平
時
代
（
聖
武
天
皇
）
貴
族
室
内
図
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
聖
武
天

皇
の
室
内
予
想
図
で
あ
る
可
能
性

8-58
模
写

1
26.7×

38.4
何
ら
か
の
残
欠
か

8-59
拓
本

1
31.0×

41.3
作
品
の
文
様
部
分
の
み
拓
本

8-60
拓
本

1
27.9×

40.0
正
倉
院
宝
物
の
緑
地
彩
絵
箱
第
31号
と
似
た
文
様
が
み
ら
れ
、
別
作
品
の
下

絵
が
描
か
れ
る
が
詳
細
不
明

8-61
拓
本

1
27.7×

39.1
正
倉
院
宝
物
の
粉
地
彩
絵
箱
第
33号
と
似
た
文
様
が
み
ら
れ
る

表
６

 東
京

国
立

博
物

館
所

蔵
、

保
管

品
（

cm
）

表
７

　
正

倉
院

保
存

古
物

図
（

cm
）　

 ※
資
料
寸
法
は
一
紙
ご
と
の
大
き
さ
を
表
す

表
８

　
作

品
不

明
（

cm
）



－－ 116 －－

加藤：法隆寺・正倉院宝物図絵　―某家旧蔵明治期資料を中心に―107

Summary

Illustrations of the Treasures of Shosoin and Horyuji Temple
−Focusing on materials from a certain family's former collection in the Meiji period−

Hikari KATO

　I introduced the Horyuji treasures and Shosoin treasures that were formerly owned by a 
certain family. I then discussed the relationship between Kosugi Sugimura and the materials.
　It is known that Kosugi was interested in such treasures. He also referred to the leakage of 
the treasures and mentioned Machida Hisanari.
　It is unclear to what extent Kosugi was involved in the collection and production of the 
materials, and some of the reproductions were commissioned by the artist. However, 
considering his extensive collection, it is highly likely that these materials were also collected 
by Kosugi.

Keyword：①Shosoin Treasures ②Treasures dedicated to Horyuji Temple

　　　　  ③Survey of Shrine and Temple Treasures ④Kosugi Sugimura


